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エチゼンクラゲNemopilemanomuraiの海水中における

分解過程の観察

野村幸司・前田経雄

(2007年3月5日受理)

Observations on the decomposition of the jellyfish， Nemopilema Ilomurai， in sea water 

Koji NOMURA * 1 and Tsuneo MAEDA * 2 

The decomposition process that takes place in tissues of the giant jellyfish， Nemopilema 

llomurai， caught in Toyama Bay in November 2005， was observed in sea water from Toyama Bay 

under three di仔erenttemperature conditions: surface sea water， deep sea water drawn by pump 

from a depth of 321 meters and deep sea water which was cooled to 0.5 oC. The water temperature 

was 12.6-17.2 oC for surface sea water， 2.4-4.3 oC for deep sea water and 0.7・1.3oC for cooled 

deep sea water， respectively. For carrying out the experiment， the body of the jellyfish was divided 

into umbrella and oral arm. The experiments were terminated when the two parts of the jellyfish 

were decomposed into the shape of tar. The number of days it took for the decomposition process 

to be completed were 7 days for the umbrella and 4 days for the oral arm in surface sea water， 18 

days for the umbrella and 12 days for the oral arm in deep sea water and 32 days for the umbrella 

and 13 days for the oral arm in cooled deep sea water. The number of days for the decomposition 

to be completed tended to be longer as water temperature became lower. The oral arm 

decomposed faster than the umbrella. 
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エチゼンクラゲNemopilemaIlomuraiは，日本海では， 1920年， 1958年， 1995年，および2002-

2005年に大量に出現したことが報告されている(飯泉 2005，安田 2005a， 2005b，上 2006)。

エチゼンクラゲによる漁業被害は，定置網漁業及び底曳き網漁業を始めとして様々な漁業種類に

及び，漁具の破損，漁獲物の減少，クラゲ刺胞による漁獲物の鮮度低下，さらには水揚げ・選別

作業量の増加などの被害がもたらされた(飯泉 2005，安田 2005a， 2005b)。富山湾においても，

2002年および2003年の11月の出現ピーク時には， 1ヶ統の定置網に 1日あたり千個体を超える数

のクラゲが入網し，漁業者に大きな打撃を与えたことが報告されている(井野・林 2004)。

エチゼンクラゲは，秋季から冬季にかけて水温の低下とともに次第に活性を失い，日本近海で

死滅すると考えられている(上 2006)。衰弱あるいは死亡した個体は次第に沈降し，場合によっ

ては水深数百mの海底に達することが福井県(独立行政法人水産総合研究センタ一日本海区水産

研究所ホームページ http://cse.fra.a仔'rc.go.j plh i izum i/kurage-hplkurage_phot02. pdfより)や秋田県(佐

$17if山県ノ1<nI'f試験場 (ToyamaPrefectural Fisheries Reseatch lnstitute， Namerikawa， Toyama 936・8536，Japan) 
・2現富山県水産漁港謀 (ToyamaPrefectural Fisheries and Fishing Ports Division. 1・ 7Sinsogawa. Toyama， Toyama 930・

8501，Japan) 
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藤ら2005）の自走式水中カメラを用いた調査によって確認されている。一方，死亡して海底に

沈んだエチゼンクラゲが，海底でどのくらいの期間残っているかについてはほとんど知見がなく，

大西（2004）が水槽実験により分解までの日数を簡潔に報告している例がある。したがって，例

えば富山湾のような水深が,,000ｍに及ぶ深海底，すなわち年間を通して水温が約0.2℃（奈倉・

長田1989）の低水温環境下に沈降したエチゼンクラゲが，分解されるまでにどのくらいの時間

を要するかについては全く知見がない。このような背景に基づき，水産庁の主導により，日本各

地域の水産試験研究機関においてエチゼンクラゲの分解調査に取り組むこととなった。著者らが

所属する富山県水産試験場では，低水温の海洋深層水を用いて室内で水槽実験により分解試験を

実施することが可能であることから，本研究では，表層海水を用いた実験に加えて，海洋深層水

を用いた低水温環境下におけるエチゼンクラケの分解過程を，室内水槽実験により調査したので

報告する。

材料と方法

2005年１１月24日に，富山県滑川市地先に浮遊していたエチゼンクラゲｌ個体（傘径95cm）をタ

モ網で採集し実験に供した。実験には，滑川市地先水深15ｍから汲み上げている海水（以下表層

海水)，滑川市沖水深321ｍから汲み上げている海洋深層水（以下深層水）及びそれをさらに0.5℃

を目標に冷却した深層水(以下冷却深層水）を使用し,３つの実験区を設定した。それらの実験区

を，順に表層海水区，深層水区および冷却深層水区とする。各実験区とも容量54Ｌの水槽にそれ

ぞれの海水を毎分約６Ｌの流量でかけ流した。各実験区の海水流量は，実験開始直前に１分間当

たりの注水量をメスシリンダーで計量した。各実験区の水温は，棒状水温計を用いて，観察を実

施した全ての日について測定した。実験にはエチゼンクラゲの傘部と口腕部を切り分けて使用し

た。実験区別の傘部と口腕部の重量はT1ablelに示したとおりであった。各区に傘部と口腕部を一

括にして投入し，海水中で分解されていく過程を目視にて観察するとともに，写真撮影を行った。

分解過程の観察や写真撮影は，実験を開始した2005年１１月24日から12月26日までにおいて，２２日

間について行った。クラゲがすべてタール状に分解された時点を分解完了として，水槽実験は終

了とした。観察を行わなかった日の翌日に分解が確認された場合は，観察を行わなかった日に分

解された可能性があるが，本研究では分解が確認された日をもって実験を終了とした。
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Table 1 Weight of N.llol1lurai which used for a decomposition experiment and water temperature in water tank and flow quantity 

実験にmいたエチゼンクラゲの重量，水槽内の水j昆及び流批

Location 

Surface sea water 

Deep sea water 

Cooled deep 

sea water 

umbrella 

2，085 

1， 769 

1，806 

Weight of the first (g) 

oral arm 

2，351 

2，471 

2，545 

結

Range of water 
Flow quantity 

temperature 

total ("C ) ( e Imin) 

4，436 12.6-17.2 5.8 

4，240 2.4-4.3 6 

4，351 O. 7-l. 3 6 

果

試水温の変化 各実験区の実験期間を通じた水温の推移は Fig.1に示したとおりであった。実

験を行った2006年11月24日から12月26日までの各実験区の水温範囲は 表層海水区では， 12.6-

17.2t，深層水区で、は， 2.4-4. 3
0

C，冷却深層水では， 0.7-1. 3tであった (Table1)。
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分解過程表層海水区におけるクラゲの分解過程をFig.２に示した。実験開始日の水槽に投入

した直後のクラゲは，生体と同様に口腕部には小触手が付属していた。実験開始１日後には，傘

部に変化は見られなかったが，口腕部は半分以上がタール状に分解されていた。実験開始４日後

には，依然として傘部に外見上の形の変化は見られなかったが，口腕部はすべてが分解されてタ

ール状となった。実験開始５日後になると傘部の外見上の形の変化が初めて確認され,７日後には

傘部のすべてがタール状に分解された。

深層水区および冷却深層水区では，分解されて行く過程は表崎海水区と同様であったが，分解

に要する日数は異なった（Table２)。深層水区の口腕部は，実験開始４日後に外見上の形の変化

が初めて確認され,12日後にはすべてが分解されてタール状となった｡一方,深屑水区の傘部は,実

験開始８日後に外見上の形の変化が初めて確認され，１８日後にすべてがタール状に分解された。

冷却深層水区の口腕部は，実験開始４日後に外見上の形の変化が初めて確認され，１３日後にはす

べてタール状に分解された。冷却深層水区の傘部は，実験開始８Ｈ後に外見上の形の変化が初め

て確認され，すべて分解されたのは実験開始32日後であった。
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いほど分解されるまでに要する期間が長くなる傾向にあり，水温が分解に要する期間を決める大

きな要因になっていると考えられる。以上の結果から，水温１℃以下の海中においては，沈下し

たエチゼンクラゲの死亡個体は，他の生物による捕食の影響や，大きさの違い等を考慮しなけれ

ば，少なくとも１ケ月程度は分解されずに海底に残っていると考えられる。しかし，本研究では

死亡したエチゼンクラゲの分解されていく過程を，外見上の形の変化から目視で確認したのみで

あり，詳細な分解過程は明らかにしていない。重量変化や詳細な分解過程を明らかにするために

も，今後は同様な条件下でエチゼンクラゲ分解過程の定量的な変化を調べ，データを蓄積してい

くことが必要である。また，本研究とは異なった水温の海水を用いて実験を行い，水温による分

解過程の違いを明らかにしていくことが必要である。
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